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近年、働き方の多様化や人材不足、価値観の変化などを背景として、職場におけるメンタルヘルス対策に求められる役割は大きく変化している。従来はメンタルヘルス不調者への対応や職場復帰支援が中心であったが、近年では不調の未然防止や職場環境改善、さらには従業員のウェルビーイング向上を目的とした取り組みへと関心が広がっている。
また、ストレスチェック制度の定着により職場のストレス状況を把握する機会は増えたものの、その結果をどのように職場改善へ結び付けるかについては依然として課題が多い。加えて、テレワークやハイブリッドワークの普及によるコミュニケーションの変化、若年労働者におけるキャリア不安、管理監督者の負担増加など、新たな課題も顕在化している。
本シンポジウムでは、産業医、保健師、人事労務担当者および研究者の立場から、現在の職場が抱えるメンタルヘルス上の課題について議論する。あわせて、心理的安全性の向上や健康経営の推進、多職種連携による支援体制の構築など、今後の実践に向けた取り組みについても紹介する予定である。参加者との意見交換を通じて、これからの職場に求められるメンタルヘルス対策の方向性について考える機会としたい。

